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リ
ラ
は
猿
よ
り
も
人
間
に
近
い
と

さ
れ
る
。
動
物
は
生
き
る
た
め
に

餌
を
求
め
て
行
動
す
る
が
、
ア
フ

リ
カ
で
ゴ
リ
ラ
と
生
活
を
共
に
し

た
山
極
先
生
に
よ
れ
ば
、
ゴ
リ
ラ

は
餌
の
フ
ル
ー
ツ
を
仲
間
に
分
配

す
る
ら
し
い
。
ま
た
、
ゴ
リ
ラ
の

子
が
け
ん
か
を
し
て
も
、
弱
い
方

を
か
ば
う
な
ど
、
顔
に
似
合
わ
ず

温
和
な
面
が
あ
る
▼
森
か
ら
サ
バ

ン
ナ
に
進
出
し
た
人
類
は
餌
を
共

有
す
る
が
、
他
人
が
獲
っ
て
運
ん

で
き
た
餌
を
信
用
し
て
食
べ
る
こ

と
は
、
極
め
て
重
要
な
行
動
で
あ

り
、
こ
こ
か
ら
文
明
が
芽
生
え
、

発
展
し
て
き
た
。
猿
（monkey

）

と
異
な
り
、
尻
尾
の
な
い
類
人
猿

（ape

）
は
仲
間
と
体
を
寄
せ
合

っ
て
餌
を
公
平
に
分
配
す
る
が
、

餌
を
遠
く
に
運
搬
す
る
の
は
人
類

だ
け
で
、
一
般
的
な
動
物
は
、
食

物
を
分
配
す
る
の
は
求
愛
行
動
や

子
へ
の
餌
や
り
に
限
ら
れ
る
▼
さ

て
、
分
配
と
い
え
ば
岸
田
内
閣
。

成
長
と
分
配
の
好
循
環
で
、
か
つ

て
の
日
本
の
よ
う
に
分
厚
い
中
産

階
級
を
つ
く
る
と
い
う
が
、
具
体

性
は
何
な
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
自

公
政
権
が
や
っ
て
き
た
の
は
、
年

金
で
株
を
購
入
し
て
の
見
せ
か
け

の
株
高
、
正
社
員
の
非
正
規
化
、

国
立
法
人
の
独
法
化
、
公
的
病
院

の
補
助
金
や
保
健
所
の
削
減
…
。

こ
の
20
年
以
上
、
日
本
経
済
は
Ｇ

７
の
中
で
唯
一
停
滞
し
、
新
自
由

主
義
の
失
敗
は
明
白
な
の
に
、
そ

の
権
化
た
る
竹
中
平
蔵
が
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
会
議
の
真

ん
中
に
座
し
て
い
る
で
は
な
い

か
！　

こ
れ
で
は
ア
ベ
・
ス
ガ
の

三
番
煎
じ
で
、
ま
っ
た
く
期
待
で

き
な
い
。
分
配
と
い
う
画
餅
に
騙

さ
れ
る
な
！　

パ
ソ
ナ
が
喜
ぶ
だ

け
の
ま
や
か
し
で
あ
る
。 

（
鼻
）

　

前
京
大
総
長
で
日

本
学
術
会
議
会
長
も

務
め
ら
れ
た
山
極
壽

一
先
生
に
よ
る
と
、

遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
ゴ

２０２１年(令和３年)１１月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１９９１号（１）
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11月25日　 「誤嚥性肺炎の予防」だけじゃ
ない訪問歯科診療

12月２日　PSDCAサイクル

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!

ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時25分頃～毎週木曜19時25分頃～

AM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHz

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

出演ご希望の先生は、☎078－393－1807まで

研
面

究 ４面保険診療のてびき
糖尿病の薬物療法最前線（上）

主張　新政権へ求めること
新自由主義からの転換なくして国民生活の向上なし ２面

談話　総選挙結果について ２面

　FAX署名は11月末に再送いたします。上のQR
コードからオンラインでの署名も可能です

財
務
省「
マ
イ
ナ
ス
改
定
で
も
医
療
従
事
者
の
処
遇
改
善
は
可
能
」に
反
論
す
る（
上
）

財
務
省
の
暴
論
に
署
名
で
対
抗
し
よ
う

財
務
省
の
暴
論
に
署
名
で
対
抗
し
よ
う

　

来
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
議
論
が
本
格
化
す
る

中
、
榊
原
定
征
・
日
本
経
団
連
名
誉
会
長
が
会
長
を

務
め
る
財
務
省
の
財
政
制
度
等
審
議
会
財
政
制
度
分

科
会
で
、
財
務
省
が
診
療
報
酬
マ
イ
ナ
ス
改
定
や
さ

ら
な
る
患
者
負
担
増
を
求
め
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で

明
ら
か
に
な
っ
た
医
療
提
供
体
制
の
脆
弱
性
や
、
医

療
機
関
の
経
営
難
を
全
く
顧
み
な
い
財
務
省
の
暴
論

で
あ
る
。
こ
う
し
た
政
府
内
の
動
き
に
対
抗
し
、
大

幅
プ
ラ
ス
改
定
を
勝
ち
取
る
た
め
、
協
会
が
取
り
組

ん
で
い
る
「
医
療
提
供
体
制
を
立
て
直
す
た
め
診
療

報
酬
の
大
幅
プ
ラ
ス
改
定
等
を
求
め
る
医
師
・
歯
科

医
師
要
請
署
名
」
に
ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。
　

11
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
財
政

制
度
等
審
議
会
財
政
制
度
分
科
会

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
診
療
報
酬
改

定
に
つ
い
て
、「
医
療
等
の
分
野

で
は
、
…
『
自
然
増
』
と
し
て
過

去
の
伸
び
で
延
ば
し
た
金
額
が
議

論
の
出
発
点
と
さ
れ
、
…
必
要
な

修
正
・
適
正
化
作
業
が
『
マ
イ
ナ

ス
改
定
』
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と

で
、
水
準
の
適
正
化
が
阻
ま
れ
が

ち
で
あ
っ
た
」
と
し
、
今
回
の
予

算
に
つ
い
て
も
「
概
算
要
求
に
お

け
る
…
『
自
然
増
』
要
求
…

（
は
）、
…
診
療
報
酬
改
定
率
に

換
算
し
て
プ
ラ
ス
３
％
の
要
求
が

す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
」「
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
の

改
定
を
行
っ
た
場
合
で
も
、
…
医

療
機
関
の
収
入
と
し
て
は
５
４
０

０
億
円
増
加
す
る
た
め
、
…
す
べ

て
の
医
療
従
事
者
を
２
・
５
％
賃

上
げ
で
き
る
だ
け
の
原
資
が
確
保

さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
医
療
費
の
自
然
増
は

主
に
高
齢
化
等
に
伴
う
患
者
の
増

加
を
見
越
し
た
も
の
で
あ
り
、
医

療
機
関
も
そ
れ
だ
け
多
く
の
診
療

を
行
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
増

え
た
労
働
時
間
分
の
賃
金
や
人
員

の
確
保
に
充
当
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
医
療
従
事
者
の
賃
上
げ
の
原

資
が
確
保
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
献
身
的
に
診

療
等
に
あ
た
っ
た
医
療
従
事
者
に

対
し
て
あ
ま
り
に
も
冷
酷
な
対
応

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
伸
び
率
管
理
」の
導
入

　

ま
た
、
分
科
会
で
は
、「
結
局

は
点
数
の
傾
斜
配
分
に
過
ぎ
な
い

診
療
報
酬
改
定
で
も
っ
て
医
療
費

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
も
、

医
療
機
関
の
経
営
を
安
定
さ
せ
る

こ
と
も
難
し
（
い
）」
と
し
て
中

長
期
の
給
付
費
水
準
そ
の
も
の
の

「
伸
び
率
管
理
」
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
２
年
に

１
度
の
診
療
報
酬
改
定
を
止
め
、

医
療
費
全
体
に
上
限
額
を
決
め
る

と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
れ
が
な
さ
れ
れ
ば
、
医
療
従
事

者
の
待
遇
ど
こ
ろ
か
、
患
者
に
必

要
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
す
ら

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

「
医
療
機
関
の
経
営
実
態
は

近
年
に
な
く
好
調
」
!?

　

分
科
会
で
は
、
２
０
２
０
年
度

に
つ
い
て
「
医
療
機
関
は
…
概
算

医
療
費
の
対
前
年
度
減
少
を
補
う

以
上
の
補
助
金
収
入
を
享
受
（
し

て
い
る
）」、
21
年
度
に
つ
い
て
も

「
推
計
し
た
医
療
費
の
見
込
み
」

に
「
予
算
措
置
さ
れ
て
い
る
補
助

金
収
入
を
足
し
た
計
数
は
47
兆
円

程
度
と
見
込
ま
れ
、
医
療
機
関
の

経
営
実
態
は
近
年
に
な
く
好
調
」

と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
分
科
会
が
言
う
補
助

金
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
や
宿
泊

療
養
施
設
の
確
保
等
も
含
ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
医
療
機
関
の
収

益
と
す
る
の
は
あ
ま
り
に
も
乱
暴

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
医
療
機
関

は
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
た
め
医
療

機
関
の
改
修
や
感
染
防
護
具
の
確

保
で
経
費
の
増
加
を
強
い
ら
れ
て

お
り
、
例
年
と
同
水
準
の
医
療
費

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
み
を

も
っ
て
経
営
を
好
調
だ
と
い
う
の

は
誤
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
21
年

度
に
至
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
の
変
化
を
踏

ま
え
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
未
執
行

の
補
助
金
ま
で
含
め
た
推
計
で
あ

り
、
と
て
も
現
実
的
な
推
計
と
は

言
え
な
い
。
マ
イ
ナ
ス
改
定
あ
り

き
で
医
療
機
関
の
厳
し
い
経
営
実

態
を
覆
い
隠
す
悪
質
な
ミ
ス
リ
ー

ド
で
あ
る
。

 

（
つ
づ
く
）

「
自
然
増
」分
が
あ
る
か
ら
、

プ
ラ
ス
改
定
は
必
要
な
い
!?

このままではマイナス改定!?このままではマイナス改定!?
医師・歯科医師署名にご協力を医師・歯科医師署名にご協力を

　協会も参加する「保険でより良い歯科医療を」兵庫連
絡会は11月13日、元町駅前で「保険でより良い歯科医療
の実現」を求める署名宣伝行動を実施。西山裕康理事
長、武村義人・川西敏雄・白岩一心各副理事長、雨松真
希人歯科技工士（「保険で良い歯科医療を」全国連絡会
会長）、事務局ら10人が参加。40分間で26筆を集めた。
　西山理事長は「基礎疾患のある患者の重症化予防のた
めにも口腔内の健康を保つことは必須。ぜひ署名に協力
いただきたい」と訴えた。
　署名は12月16日に提出予定。お手元に署名がある方は
すぐにご返送いただきたい。

署
名
を
集
め
る
西
山
理
事
長
（
右
）

署
名
の
説
明
を
す
る
雨
松
歯
科
技
工
士
（
中
央
）

と
川
西
副
理
事
長
（
右
）　　
　
　
　
　
　

  　

命と健康まもる歯科医療の改善を
「窓口負担軽減」
「保険適応範囲拡充」求め街頭宣伝

テーマ　①新政権に望むこと
　　　　②自由題
締切・字数　12月８日（水）必着、600字以内
送り方　メール　kuriyama-h@doc-net.or.jp
　　　　ＦＡＸ　078－393－1820

お問い合わせは、☎078－393－1807 新聞部まで

兵庫保険医新聞新年特集号 会員投稿募集

• 仮に「マイナス改定」が続いてきたとしても、…高齢化
等による市場の拡大から医療機関等が収入増加を享受す
ることが可能であった
• 医療等の予算を巡ってなされる独特の「論理」やそれに
基づく主張が、高齢化等による市場の拡大を既得権益化
し（た）
• プラスマイナスゼロの改定を行った場合でも、すべての
医療従事者を2.5％賃上げできるだけの原資が確保され
ている
• 診療報酬の１点単価が10円で固定されていること…
（を）検証する必要がある
• １入院当たり包括報酬（DRG/PPS）の本格導入、包
括払いの対象の…本格的拡大を視野に入れるべき
• 新型コロナ禍では、入院先調整中の方々が発生した。…
我が国医療保険制度の金看板とされてきたフリーアクセ
スは、肝心な時に十分に機能しなかった
• 「かかりつけ医」に対して…事前登録・医療情報登録を
促す仕組みを導入…していくべきである
• 定額負担を「かかりつけ医」以外への受診にも拡大して
いく
• 薬剤の種類に応じた患者負担の設定、薬剤費の一定額ま
での全額患者負担など…の手法を幅広く検討すべき
• （OTC薬について）保険給付範囲からの除外や縮小な
どの適正化を検討すべき

政 解
策 説

財政制度等審議会での暴論財政制度等審議会での暴論



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第１９９１号 （２）２０２１年(令和３年)１１月２５日(毎月３回５・15・25日発行)

新
自
由
主
義
か
ら
の
転
換
な
く
し
て

国
民
生
活
の
向
上
な
し

アトピー性皮膚炎の治療アトピー性皮膚炎の治療
～外用剤から生物学的製剤～～外用剤から生物学的製剤～

日　時　12月４日（土）16時～　　会　場　協会５階会議室（Zoom併用）
講　師　 中央区・はやし皮ふ科クリニック　林　宏明先生
会場定員　30人（先着順）

来場参加をご希望の方は、☎078－393－1840まで

薬科部研究会

Zoom参加希望者は、https://bit.ly/3CkxYWDもしくは
右のQRコードからお申し込みください。 ◇

参
加　

19
人

◇
情
勢　

政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
で
19
都
道
府
県
に
発

令
し
て
い
る
緊
急
事
態
宣
言
に
つ

い
て
、
９
月
30
日
の
期
限
で
全
面

解
除
す
る
方
針
を
固
め
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
総
選
挙
対

策
に
つ
い
て
、
ⅰ
）「
開
業
保
険

医
の
重
点
要
求
案
」
が
了
承
さ
れ

た
ほ
か
、
ⅱ
）
保
団
連
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
の
枠
組
み
で
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
に
関
す
る
要
求
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
罹
患
し
た
人

を
患
者
と
し
て
扱
う
医
療
提
供
体

制
と
公
衆
衛
生
行
政
の
拡
充
を
」

を
取
り
ま
と
め
て
各
党
に
要
請
し

た
こ
と
、
ⅲ
）
連
続
政
策
講
演
会

（
自
民
党
・
盛
山
正
仁
衆
議
院
議

員
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
10
／
９
に

実
施
）
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

②
「
医
療
提
供
体
制
を
立
て
直
す

た
め
診
療
報
酬
の
大
幅
プ
ラ
ス
改

定
等
を
求
め
る
医
師
・
歯
科
医
師

要
請
署
名
」
を
行
う
こ
と
、
③
神

戸
市
長
選
挙
対
策
に
関
連
し
て
、

ⅰ
）「
２
０
２
１
年
神
戸
市
長
選

挙
に
あ
た
っ
て
開
業
保
険
医
師
・

歯
科
医
師
の
重
点
要
求
（
案
）」、

ⅱ
）
協
会
神
戸
支
部
も
参
加
す
る

「
神
戸
・
市
民
要
求
を
実
現
す
る

会
」
事
務
局
長
の
岡
崎
史
典
氏
と

10
／
２
に
懇
談
し
、
要
求
案
の
全

項
目
で
一
致
し
た
の
で
政
策
協
定

を
締
結
し
、
支
持
・
推
薦
し
た
こ

と
、
ⅲ
）「
２
０
２
１
年
神
戸
市

長
選
挙
に
あ
た
っ
て
の
候
補
者
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
各
候
補
者
に
送
付

し
た
こ
と
、
ⅳ
）
兵
庫
県
社
保
協

が
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
久
元
喜
造
氏
と
岡
﨑
史
典
氏

か
ら
回
答
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
④
秋
の
大
型
宣
伝
の
状

況
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
10
月
９
日　

理
事
会
よ
り
）

談 話

新
政
権
へ
求
め
る
こ
と

●医院経営研究会 12月例会

Zoom参加希望者は、https://bit.ly/3BSwPpqもしくは
右のQRコードからお申し込みください。
 来場参加をご希望の方は、☎078－393ー1807まで

日　時　12月18日（土）14時30分～17時
会　場　協会６階会議室（Zoom併用）
講　師　協会税務講師団　税理士　田中　雄司先生
参加費　3000円（医院経営研究会会員は無料）
会場定員　15人（先着順）

決算処理のポイント決算処理のポイント
～確定申告に向けて～～確定申告に向けて～

　

今
回
の
総
選
挙

で
は
、
自
民
党
が

議
席
を
減
ら
し
つ

つ
も
、
与
党
で
２

９
３
議
席
と
、
絶

対
安
定
多
数
を
確
保
し
た
。
一

方
野
党
は
、
立
憲
民
主
、
共

産
、
社
民
、
れ
い
わ
新
選
組
の

４
党
が
「
安
保
法
制
の
廃
止
と

立
憲
主
義
の
回
復
を
求
め
る
市

民
連
合
」
と
共
通
政
策
で
合
意

し
、
２
１
７
の
選
挙
区
で
候
補

者
を
一
本
化
し
た
も
の
の
、
公

示
前
議
席
を
下
回
っ
た
。
日
本

維
新
の
会
は
41
議
席
へ
と
躍
進

し
、
国
民
民
主
党
も
10
議
席
に

達
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
従
来
型

の
選
挙
活
動
に
加
え
、
Ｔ
Ｖ
を

中
心
と
し
た
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露

出
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
が
、
国

民
の
支
持
と
得
票
数
に
大
き
く

関
係
し
た
だ
ろ
う
。

　

さ
て
岸
田
新
首
相
は
、
当
初

「
新
自
由
主
義
か
ら
の
転
換
」

競
争
促
進
、
労
働
者
保
護
廃

止
」
な
ど
を
基
本
と
し
、
中
曽

根
内
閣
に
始
ま
り
、
橋
本
内
閣

が
引
き
継
ぎ
、
小
泉
内
閣
が
積

極
的
に
進
め
、
安
倍
内
閣
で
も

継
続
さ
れ
た
自
民
党
の
中
心
的

政
策
で
あ
る
た
め
、
岸
田
政
権

が
転
換
す
る
の
は
容
易
で
は
な

「
新
し
い
資
本
主
義
」「
成
長

と
分
配
」
な
ど
を
掲
げ
、
少
な

か
ら
ず
変
革
を
期
待
さ
せ
た

が
、
具
体
的
な
政
策
を
見
る
に

つ
れ
嘆
息
す
る
。
新
自
由
主
義

は
「
自
己
責
任
、
小
さ
な
政

府
、
均
衡
財
政
、
福
祉
・
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
、
公
営
事
業

の
民
営
化
、
規
制
緩
和
に
よ
る

保
育
分
野
の
労
働
者
の
収
入
を

増
や
す
た
め
、
公
的
価
格
の
見

直
し
を
行
う
と
し
て
い
る
が
、

す
で
に
財
務
省
は
「
公
的
部

門
」
の
医
療
従
事
者
お
よ
そ
５

０
０
万
人
の
「
公
的
価
格
」
で

あ
る
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改

定
を
主
張
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

い
。
そ
の
証
拠
に
、「
新
し
い

資
本
主
義
会
議
」
の
人
選
を
見

て
も
、
財
界
人
を
中
心
と
し
て

お
り
、
経
済
界
の
意
向
が
色
濃

く
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い

な
く
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
れ

ま
で
の
新
自
由
主
義
政
策
の
微

修
正
に
過
ぎ
な
い
。「
分
配
」

に
つ
い
て
も
、
看
護
、
介
護
、

　

新
自
由
主
義
は
、「
貧
困
と

格
差
」
の
拡
大
を
も
た
ら
し
た

が
、
今
回
の
選
挙
で
は
投
票
率

も
過
去
３
番
目
に
低
く
、
国
民

か
ら
広
く
「
信
認
」
を
得
た
と

は
言
い
難
い
。
岸
田
首
相
は

「
人
の
話
を
よ
く
聞
き
」、
公

明
党
が
主
張
し
た
「
未
来
応
援

で
通
り
「
パ
イ
の
切
り
分
け

論
」
に
矮
小
化
し
そ
う
だ
。
そ

も
そ
も
新
自
由
主
義
と
は
競
争

志
向
を
正
統
化
す
る
た
め
の
市

場
原
理
主
義
か
ら
な
る
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
前
提
と
し
た
経
済
政

策
で
あ
り
、
福
祉
・
公
共
サ
ー

ビ
ス
た
る
公
的
医
療
を
担
う
私

た
ち
と
は
相
い
れ
難
い
。

給
付
金
」
を
計
画
し
て
い
る

が
、
一
度
限
り
の
10
万
円
相
当

の
給
付
の
み
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で

困
窮
し
て
い
る
国
民
を
救
う
こ

と
な
ど
到
底
で
き
な
い
。
岸
田

首
相
が
言
う
「
分
厚
い
中
間

層
」
を
再
構
築
す
る
に
は
、
新

自
由
主
義
を
抜
本
的
に
転
換

し
、
労
働
者
の
平
均
賃
金
を
引

き
上
げ
る
と
と
も
に
、
税
の
再

分
配
機
能
を
強
化
し
て
社
会
的

弱
者
に
対
す
る
給
付
を
拡
充
す

る
し
か
な
い
。

　

協
会
は
今
回
の
総
選
挙
に
あ

た
っ
て
「
開
業
保
険
医
の
要
求

案
」
を
発
表
し
、
各
政
党
・
候

補
者
と
懇
談
を
行
っ
て
き
た
。

協
会
は
不
偏
不
党
を
原
則
と

し
、
こ
れ
ま
で
通
り
民
主
的
議

論
と
手
続
き
を
経
て
練
り
上
げ

た
、
具
体
的
な
「
要
求
案
」
の

実
現
に
向
け
、
署
名
運
動
や
幅

広
い
国
会
各
政
党
・
議
員
へ
の

働
き
か
け
を
強
め
て
い
く
。

　兵庫県保険医協会は今回の総選挙にあたって、新型コロナウイルス感染症
対策や社会保障制度の充実、平和憲法の堅持などを柱とする「開業保険医の
要求案」を発表し、各政党・候補者と懇談を行ってきた。
　10月31日投開票の総選挙は、自民党が公示前議席から15議席を減らしたも
のの、連立を組む公明党が３議席増やし合計で293議席を獲得、与党で引き
続き全ての衆院常任委員会で委員長ポストを独占し、全委員会で過半数の委
員を与党が確保する絶対安定多数を確保した。
　一方の野党は、立憲民主、共産、社民、れいわ新選組の４党が市民団体
「安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市民連合」（市民連合）と共通
政策で合意し、217の選挙区で候補者を一本化。政権交代を訴えて選挙に臨
んだが、れいわ新選組が３議席を新たに獲得したものの、社民は公示前の議
席を維持、立憲民主党と共産党が議席を減らす結果となった。
　与野党ともに伸び悩んだ中、第３極である日本維新の会が公示前の11議席
から41議席へと躍進した。日本維新の会は選挙後、来年の参院選とともに憲
法改正の国民投票を実施すべきとしている。今回の選挙で与党とあわせ、改
憲勢力が衆院で改憲の発議に必要な３分の２を優に超えることになり、改憲
が現実味を持ちつつある。
　今回の選挙はコロナ禍で、９年にわたり安倍・菅自公政権が進めてきた、
社会保障費を抑制し大企業・富裕層の利益の最大化を目指す政治の転換を求
める世論が高まる中で行われた。自公政権が選挙の「顔」を、求心力を失っ
た菅義偉前首相から、新たに「新自由主義からの転換」や「新しい資本主
義」を掲げる岸田文雄首相にかけ替えて総選挙をたたかったのは、これまで
の政権への批判をかわして、政権の延命を図る姑息な手法と言わざるを得な
い。
　総選挙後、首相の肝いりで立ち上げられた「新しい資本主義実現会議」の
緊急提言には、再分配の具体策は盛り込まれず、安倍・菅政権が掲げた政策
が並べられた。医療・社会保障政策でも、岸田首相は、地域医療構想につい
て病床削減を進める考えを明らかにし、財務省では、来年度診療報酬改定に
ついてマイナス改定を求める議論が行われている。これでは、岸田首相の
「新自由主義からの転換」は選挙目当てであったと言わざるを得ない。
　野党共闘は候補者を一本化した217の選挙区のうち、62議席を確保するに
とどまったが、候補者を一本化しなかった72の小選挙区では、わずか６議席
しか確保できておらず、共闘は一定の成果があったといえる。また、今回の
野党共闘が共産党も含めて共通政策と政権の枠組みを明示したことは大変重
要である。ただし、与党に競り負けた小選挙区では、立憲民主の支持母体で
ある連合の意向等により従来から野党間の信頼関係が醸成されていなかった
との指摘もあり、野党各党には、今後、さらなる共闘関係充実の努力が求め
られる。
　今回の総選挙では、第３極として日本維新の会が議席を伸長させた。日本
維新の会は、今回の選挙では消費税の減税や大企業向けの租税特別措置の廃
止、ベーシックインカムの実現などを主要な政策として掲げるとともに、吉
村大阪府知事のメディア露出の多さなどをいかして有利に選挙戦をすすめ
た。しかし、日本維新の会は基本政策で「小さな行政機構」「受益と負担の
公平」を掲げる新自由主義政党であり、これまでも、国会で政府が提案した
医療・社会保障制度改悪法案にことごとく賛成してきた。そればかりでな
く、今回の総選挙ではほとんどの小選挙区で公明党と候補者調整を行うな
ど、まさに自公政権の補完勢力としての本質が明らかになった。
　コロナ禍で困窮する国民が、格差・貧困を拡大させた新自由主義からの決
別を求めているのは間違いない。今回の総選挙は、与党とその補完勢力の巧
みな選挙戦術と野党の準備不足で、そうした世論が明確な行き先を失ったと
見ることができる。各党には、それぞれ選挙で掲げた社会保障制度の充実や
国民生活の困窮改善のための政策の実現を求めたい。私たちは、今後とも、
「要求案」の実現に向け、署名運動や国会各政党・議員への働きかけを強め
ていく。

　協会は、総選挙結果について11月13日の第1142回理事会で、下記の談話を
承認した。

総選挙結果について
兵庫県保険医協会
第1142回理事会

2021年11月13日

日　時　12月11日（土）17時～　　会　場　 協会５階会議室（Zoom併用）
講　師　筑波学園病院小児科／東京クリニック小児・思春期頭痛外来
 藤田　光江先生

第580回診療内容向上研究会　わかってほしい！子ども・思春期の頭痛

URL（https://bit.ly/3zTyUQd）、または右のQRコード
からお申し込みください。
来場参加をご希望の方は、☎078－393－1840まで



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２１年(令和３年)１１月２５日(毎月３回５・15・25日発行)（３） 第１９９１号

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817まで

日　時　12月５日（日）10時～17時　　会　場　協会５階会議室
参加費　5000円（昼食・資料代含む）
テーマ　 午前／新規個別指導対策、保険診療と保険請求の要点
　　　　午後／新規開業に必要な税務の知識、開業時の労務

新規開業、開業予定の先生方へ　６カ月指導対策は万全ですか？

新規開業医研究会新規開業医研究会

〒650-0026　神戸市中央区古湊通１丁目２番（ISRビル）
（業務案内）TEL　0120-366-761

アウトソーシング サポート グループISR

信頼・向上 そして社会貢献50 th

社会保険労務士

I S R梨本
合同会社（LLC法人）

ISRパーソネル
株式会社

アイ・エス・アール
働き方改革策定
労働条件・ハラスメント

副業推進支援
人材紹介・リーダー育成

公的保険データ分析
レセプト管理・マイナンバー

経 営 者 会 議
労働保険事務組合

ISR e-Sports
シニア躍動・共生社会

ISRサテライトオフィス
ウェブ会議・リモートワーク

ISRグループ 検索

感 想 文 歯
科
定
例
研
究
会

口
腔
癌
の
最
新
治
療

　

歯
科
部
会
は
11
月
７
日
、
大
阪

大
学
歯
学
部
附
属
第
二
口
腔
外
科

の
加
藤
逸
郎
先
生
を
講
師
に
、
歯

科
定
例
研
究
会
「
局
所
進
行
ま
た

は
局
所
再
発
口
腔
癌
に
対
す
る
ホ

ウ
素
中
性
子
捕
捉
療
法
」
を
開

催
。
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
合
わ
せ

て
19
人
が
参
加
し
た
。
前
田
龍
一

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

２
０
０
１
年
に
京
都
大
学
原
子

炉
実
験
所
と
共
同
で
、
口
腔
癌
患

者
に
世
界
で
初
め
て
ホ
ウ
素
中
性

子
捕
捉
療
法
（
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
）
を
実

施
し
た
、
大
阪
大
学
歯
学
部
附
属

病
院
第
二
口
腔
外
科
講
師
の
加
藤

逸
郎
先
生
の
講
演
を
聴
講
い
た
し

ま
し
た
。

な
状
態
に
至
っ
た
口
腔
癌
は
極
め

て
予
後
不
良
と
さ
れ
て
お
り
、
緩

和
医
療
を
勧
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
口
腔
癌
や

化
学
療
法
抵
抗
性
・
放
射
線
抵
抗

性
の
腫
瘍
、
さ
ら
に
は
治
療
法
の

確
立
し
て
い
な
い
血
管
肉
腫
に
対

し
て
も
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
を
実
施
し
、
非

常
に
良
好
な
成
績
を
収
め
ら
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
な
ん

と
、
２
０
０
１
年
12
月
〜
14
年
５

月
ま
で
に
再
発
口
腔
癌
患
者
で
他

に
有
効
な
治
療
法
の
な
い
45
例

さ
せ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
低
侵
襲
で
、
ほ
と
ん
ど

が
１
回
の
治
療
で
終
了
と
切
れ
味

も
優
れ
て
い
ま
す
。

　

口
腔
癌
は
治
療
に
よ
る
整
容
的

な
低
下
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
低
下
、
口
腔

機
能
低
下
が
問
題
と
な
り
ま
す

が
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
改
善
や
機
能
温
存

可
能
も
あ
り
得
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

し
か
し
問
題
点
も
あ
り
、
治
療

装
置
が
非
常
に
大
が
か
り
で
あ
る

こ
と
、
進
行
・
再
発
頭
頸
部
癌
で

は
保
険
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
非
常
に
高
額
な
治
療
費
が
必

要
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

今
後
、
集
学
的
な
対
応
、
症
例

の
増
加
、
適
応
症
の
拡
大
な
ど
が

進
む
可
能
性
の
あ
る
、
非
常
に
期

待
の
持
て
る
治
療
法
と
い
う
印
象

を
受
け
ま
し
た
。
昔
、
主
治
医
の

端
く
れ
で
関
わ
っ
た
患
者
さ
ん
の

顔
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
浮
か
び
ま

し
た
。

【
北
区
・
歯
科 　
前
田　

龍
一
】

で
、
完
全
奏
功
23

例
、
部
分
的
奏
功
13

例
と
い
う
成
果
で

す
。

　

こ
の
用
法
の
特
徴

は
、
ホ
ウ
素
を
癌
細

胞
に
集
積
さ
せ
て
か

ら
、
中
性
子
線
を
照

射
し
て
限
局
的
な
核

分
裂
反
応
を
起
こ

し
、
癌
細
胞
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
破
壊
し
、
死
滅

　

Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
は
ま
っ
た

く
予
備
知
識
な
し
。
た
だ
、
局
所

進
行
・
局
所
再
発
口
腔
癌
に
対
す

る
新
し
い
療
法
と
い
う
言
葉
に
惹

か
れ
ま
し
た
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う

Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
解
説
す
る
加
藤
先
生

護
ら
れ
な
か
っ
た

者
た
ち
へ　
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憲
法
25
条
「
生
存
権
」
に
基

づ
き
、
生
き
る
最
後
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
な
る
「
生
活

保
護
」
に
焦
点
を
当
て
た
映
画

「
護
ら
れ
な
か
っ
た
者
た
ち

へ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

原
作
は
中
山
七
里
さ
ん
の
同

名
小
説
で
す
が
、
２
０
１
１
年

の
東
日
本
大
震
災
か
ら
９
年
を

経
過
す
る
中
で
の
人
間
模
様
を

映
画
に
し
て
い
ま
す
。
出
演
者

の
、
佐
藤
健
さ
ん
、
阿
部
寛
さ

ん
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
ヒ
ロ
イ
ン

も
務
め
た
清
原
果
耶
さ
ん
の
３

人
に
注
目
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
９
年

後
、
宮
城
県
内
の
都
市
部
で
全

身
を
縛
ら
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ

餓
死
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
凄
惨

な
連
続
殺
人
事
件
が
発
生
し
ま

す
。
被
害
者
は
、
生
活
保
護
課

の
職
員
で
、
２
人
と
も
善
人
や

人
格
者
と
言
わ
れ
て
い
た
男
性

で
し
た
。
宮
城
県
警
捜
査
一
課

の
笘
篠
誠
一
郎
（
阿
部
寛
さ

ん
）
は
、
二
つ
の
事
件
か
ら
あ

る
共
通
項
を
見
つ
け
出
し
ま

す
。

　

そ
ん
な
状
況
下
で
、
利
根
泰

久
（
佐
藤
健
さ
ん
）
が
容
疑
者

と
し
て
捜
査
線
上
に
浮
か
び
上

が
り
ま
す
。
利
根
泰
久
は
、
２

０
１
１
年
東
日
本
大
震
災
の
避

難
所
生
活
中
に
、
知
人
を
助
け

る
た
め
に
放
火
、
傷
害
事
件
を

起
こ
し
た
と
し
て
服
役
し
、
刑

期
を
終
え
て
出
所
し
た
ば
か
り

の
元
模
範
囚
で
す
。

　

犯
人
と
し
て
の
決
定
的
な
確

証
が
つ
か
め
な
い
中
、
第
３
の

事
件
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
作
品
の
注
目
点
は
、

役
所
の
生
活
保
護
課
の
円
山
幹

子
（
清
原
果
耶
さ
ん
）
が
、
い

ろ
ん
な
生
活
保
護
受
給
や
申

請
、
中
止
勧
告
の
実
状
を
詳
細

に
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
映
画
鑑
賞
者
を
釘
付
け
に

す
る
興
味
深
く
も
悲
し
い
真
実

に
胸
を
打
ち
ま
す
。
殺
人
事
件

と
は
別
に
２
０
１
１
年
当
時
に

家
族
を
失
っ
た
孤
児
に
も
目
を

向
け
て
い
ま
す
。

　

震
災
直
後
に
一
人
暮
ら
し
の

遠
島
け
い
（
倍
賞
美
津
子
さ

ん
）
の
生
活
保
護
申
請
を
、
行

政
が
申
請
辞
退
へ
追
い
詰
め
て

い
く
と
こ
ろ
に
は
怒
り
を
覚
え

ま
す
。
単
な
る
サ
ス
ペ
ン
ス
作

品
の
よ
う
に
予
告
編
で
は
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
根
深
い
人

間
模
様
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。
映

画
の
結
末
は
、
幸
福
を
願
う
シ

ー
ン
で
す
。

　

鑑
賞
後
、「
自
公
政
権
が
世

論
を
誘
導
し
続
け
て
い
る
、
生

活
保
護
へ
の
偏
見
は
、
や
め
る

時
期
だ
」
と
感
じ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
憲
法
25
条
「
生
存
権
」

の
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
を
問
い
た
だ
し
、
社
会
保
障

充
実
の
方
向
へ
と
導
い
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

　

意
義
深
い
サ
ス
ペ
ン
ス
シ
ー

ン
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
。
ぜ

ひ
と
も
映
画
館
で
鑑
賞
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】

Ⓒ
２
０
２
１
映
画
「
護
ら
れ
な
か
っ
た
者
た
ち
へ
」
製
作
委
員
会

いません。

〈２科目再診料〉
Ｑ３　２以上の傷病について同等に
再診を行った場合の再診料は、当該
１日につき１回に限り算定するが、
同一患者に対して同一日に複数科で
再診を行った場合はどうなるのか。
Ａ３　同一保険医療機関において、
同一日に他の傷病（一つ目の診療科
で診療を受けた疾病または診療継続
中の疾病と同一の疾病、互いに関連
のある疾病以外の疾病）について、
患者の意思に基づき、別の診療科を
再診として受診した場合は、現に診
療継続中の診療科一つに限り、37点
（２科目再診料）が算定できます。
Ｑ４　同一日に内科で「糖尿病」に
ついて診察を受け、同時に眼科で
「糖尿病性網膜症」について診察を
受けた場合は、眼科で２科目の再診
料を算定できるのか。
Ａ４　関連のある疾病のため、２科
目の再診料は算定できません。
Ｑ５　内科で再診料と外来管理加算
を算定し、同時に眼科を再診で受診
し処置を行った場合、内科で算定し
た外来管理加算はそのまま算定でき
るか。
Ａ５　算定できません。

〈２科目初診料〉
Ｑ１　現に診療継続中の患者につい
て、新たに発生した他の傷病で初診
を行った場合には、当該新たに発生
した傷病について初診料は算定でき
ないが、同一医療機関に通院してい
る患者が同一日に他の診療科を初診
で受診した場合はどうなるのか。
Ａ１　同一保険医療機関において、
同一日に他の傷病（一つ目の診療科
で診療を受けた疾病または診療継続
中の疾病と同一の疾病、互いに関連
のある疾病以外の疾病）について、
新たに別の診療科を初診として受診
した場合は、現に診療継続中の診療
科を除く診療科一つに限り、144点
（２科目初診料）が算定できます。
また、診療継続中以外の患者であっ
て、同一日に他の傷病で２以上の診
療科を初診として受診する場合にお
いても、二つ目の診療科に限り２科
目初診料が算定できます。
Ｑ２　①同一日に一つ目の診療科を
再診で受診し、その後に二つ目の診
療科を初診で受診した場合、②同一
日に一つ目の診療科を初診で受診
し、その後に二つ目の診療科を再診
で受診した場合、それぞれ２科目初
診料は算定できるか。
Ａ２　①②とも算定できます。初診
の診療科と再診の診療科の順番は問

医科保険請求

〈２科目初診料・再診料〉
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－738－ 新須磨病院常任学術顧問・糖尿病センター長
東邦大学名誉教授 芳野　　原先生講演

糖尿病の薬物療法最前線（上）

はじめに
　わが国における糖尿病の有病率の
高さはすでに社会問題化しており、
平成28年国民健康・栄養調査では、
糖尿病が強く疑われる群（糖尿病有
病者）、糖尿病の可能性を否定でき
ない群（糖尿病予備群）はいずれも
約1,000万人（合わせて約2,000万
人）と推計されています。
　中でも糖尿病治療における喫緊の
課題は、若年層における肥満合併糖
尿病の増加と糖尿病患者層の高齢
化、さらに高齢糖尿病症例における
認知症の合併と思われます。一方、
糖尿病の薬物療法の目覚ましい進歩
も特筆すべきポイントです。10年と
少し前のインクレチン製剤の導入に
始まり、SGLT2阻害薬の出現と、そ
のpleiotropic effectのevidence、新
規の経口血糖降下剤の出現、さらに
週１回投与製剤、あるいは配合注射
剤の導入など、専門医でも覚えきれ
ないほどの新たな知見が目白押しで
す。
　本稿では肥満合併糖尿病に対する
SGLT2阻害薬や経口GLP-1受容体作
動薬の応用、あるいは認知症のハイ
リスク群となる高齢糖尿病症例にお
ける経口剤の選択などについて、最
近の話題を含めて紹介したいと思い
ます。

スルフォニル尿素（SU）剤
　まず、我が国で最初に1957年に経
口糖尿病薬として世に出たのはSU
剤です。後で述べるビグアナイド
（BG）剤と同様、歴史が長いので、
その効能効果、副作用は随分くわし
く研究されています。薬価も安く、
血糖低下作用は強力ですが、食後血
糖のみならず、空腹時血糖も下げて
しまうところが大きな問題になりま
す。また腎臓から排泄されるタイプ

が多いので、腎機能の低下した高齢
症例ではSU剤の血中での長時間の
停滞で遷延性の低血糖で意識消失発
作として緊急搬送される場合もあ
り、要注意です。ちなみに高齢者で
の遷延性の重症低血糖の繰り返しは
認知症進展のきっかけになります。
そのため、高容量のSU剤は認知症
誘発剤になり得るものと捉えるべき
と思います。また日本人では、本系
統薬剤での合併症進展抑制のデータ
が乏しく、使用する場合は最小限度
にとどめるのが理想的と思われま
す。

ビグアナイド（BG）剤
　1961年から発売されているBG剤
については、一時、乳酸アシドーシ
スの発症が大きな問題となって、敬
遠される時代がありましたが、欧米
ではその薬価の低さから、未だに経
口血糖降下剤のファーストチョイス
としてのポジショニングとなってい
ます。我が国では国民皆保険制度の
おかげで、薬価の低さは大きなメリ
ットとはならず、乳酸アシドーシス
以外にも、効果のメカニズムがいま
だによく分からないこと、造影剤使
用時はあらかじめ中止が必要である
こと、剤型が大きく飲みにくいこ
と、消化器症状も出やすいこと、高
齢者では要注意であること、などな
どの問題点から、ファーストチョイ
スとはなっていません。古い薬です
が、いまだに新しい血糖低下メカニ
ズムの報告もあり、発ガン作用の抑
制、といった目新しい報告もありま
す。

DPP-4阻害薬
　すでに発売となって10年以上にな
りますが、合併症進展予防について
のエビデンスは少ないようです。し
かし、SU剤と異なり、血糖値が低

下すると膵臓β細胞への本薬剤の効
果が少なくなり、低血糖のリスクが
低いことが大きなメリットになりま
す。また欧米人に比べるとインスリ
ン分泌が２型糖尿病の早期から低下
する日本人にはそのインスリン分泌
刺激作用による血糖低下効果が好ま
しく、また医療保険制度の充実から
薬価をそれほど気にせずに処方でき
る医療環境から我が国ではファース
トチョイスとなっています。
　なお、低用量のSU剤との併用で
その血糖低下作用が増強され、効果
的な処方として繁用されています。
この場合、少量のSU剤により、血
糖低下時にも膵β細胞刺激作用が残
り、低血糖が誘発される場合があ
り、この点も要注意です。
　結局、高齢者においては頻回の低
血糖発作が認知症進行の引き金とな
る現実から、現時点ではDPP-4阻害
薬が高齢糖尿病症例に、最もふさわ
しい薬剤となるものと思われます。

GLP-1受容体作動薬
　インクレチン関連薬としては上記
のDPP-4阻害薬とGLP-1受容体作動
薬があり、GLP-1受容体作動薬は、
インクレチン作用としてはDPP-4阻
害薬よりはるかに強力です。最近の
研究では、GLP-1は、膵β細胞以外
に、脳、心臓、肝臓、筋肉、消化管
に多面的な作用を発揮することが知
られています。そのほとんどが人体
にメリットがある方向に働くようで
す。つい最近、従来の注射薬製剤以
外に経口薬が発売になり、その効果
も明らかになりつつあります。血糖
管理以外に多くのメリットのあるお
薬ですが、腹部症状はその効果その
ものと関連し、注射や服用後に腹部
膨満、食欲低下などが起こり、QOL
を大事にする患者さんには敬遠され
ることがあります。食欲が落ちても
辛くなく、とにかく痩せたいという
意思の強い患者さんにとっては理想
的な薬剤かもしれません。なお、注
射でのGLP-1受容体作動薬について
は大規模の治療研究で投与開始２～
３年以内に心血管イベント抑制の報

告が複数あります。
　また、経口のGLP-1受容体作動薬
はその簡便さから今後需要が著しく
伸びる可能性があるものと考えられ
ます。

SGLT2阻害薬
　腎尿細管での糖の再吸収を阻止す
ることで、尿に糖を大量に排出させ
るというメカニズムで、血糖を下げ
るというシンプルなメカニズムを持
つ薬剤で、計算上、１日80g程度の
糖を尿中に排泄させるので、毎日
300キロカロリーほどロスすること
になり、最初は３キロ程度痩せます
（その後の体重減少はほとんどな
く、その理由はいまだに明快にはな
っていません）。発売当初は、尿に
糖を出して血糖を下げるなどとは、
邪道の薬剤である、などとの評価も
ありました。また、尿糖強陽性を副
作用と報告する主治医もいたのは驚
きでした。
　現在では多くの大規模試験でその
服用のメリットが報告されていま
す。SGLT2阻害薬投与開始２～３年
以内に心不全あるいは心血管イベン
ト抑制の報告が複数あり、そのエビ
デンス出現の速さは往時のスタチン
での報告を上回るもののようです。
さらに腎機能に対してのメリットの
報告もあり、最近では限定的ではあ
りますが、非糖尿病症例にも心不全
に対する効果が証明され、医療保険
上でも適応病名が追加されていま
す。
　このように多くの大規模治療研究
の成果からのエビデンスの報告によ
って最近その使用頻度が増加してい
る薬剤ですが、投与開始に当たって
いくつかの問題点が指摘されていま
す。例えば、高齢患者さんの脱水、
尿路感染症、正常血糖範囲でのケト
ーシスの出現、週術期での投与中止
勧告、などが挙げられています。
　やはり、ご高齢で口渇を感じない
場合、毎日の飲水を忘れる場合な
ど、本薬剤による脱水のリスクが高
まることも忘れてはならないポイン
トです。 （次号につづく）

秋の共済制度募集 好評受付中！

アルコール・活性次亜水をご利用ください
厚労省感染拡大防止補助金対象製品

　厚生労働省から新たな感染防止補助金の通達が出されました。協会
は、補助金対象となる除菌・消毒液を頒布しますので、ぜひご利用くだ
さい。

※アルコールを複数缶ご購入の場合、必要時にご希望の缶数をご連絡い
ただきましたら、随時お届けします。
委託先：ミヤコ在宅医療サービス（株）☎06－6776－2066

お問い合わせは、☎078－393－1801まで

協会会員特別価格 
8,800円

80％アルコール
メイプルアルコール80
18ℓ缶

 8,800円

活性次亜水
RUSウォーター10ℓ
（４～20倍希釈用）

送料・消費税込
送料・消費税込
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兵庫県保険医協会

Zoom視聴可能な行事の申し込み方法（協会会員のみ） 来場参加の方
メールの件名を、Zoom視聴の申し込み欄のメールの件名にし、本文に①医療機関名
②お名前③電話番号－を記載の上、研究会前日までに各アドレスへ送信してください。
案内メールを返信します。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、定員を
絞って開催しますので事前にお申込みください。会場に手指消毒液を
ご用意、会場換気を致します。マスクはご持参ください。

これからの研究会・行事のご案内

※未入会の方は入会の上ご参加ください。

これからの研究会・行事のご案内

今後の研究会・行事予定

12
月
の
診
内
研

1
月
の
診
内
研

「第583回」
日 時  2022年3月12日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   昭和大学病院リウマチ膠原病内科助教

高橋 良先生

申し込み

申し込み

医院経営研究会第418回例会
テーマ 自分でできるパソコン決算
日 時  2022年1月22日（土）　午後2時30分～
会 場   神戸市産業振興センター8階 ソフトウェア研修室
講 師   田中 雄司税理士
　　　 PCインストラクター 花房孝英氏
参加費   7,000円

（医経研会員はPC使用料1,000円のみ）
定 員  15人（先着順）

医院経営研究会・特別研究会
テーマ 医療機関のハラスメント対策（仮）
日 時  2022年2月5日（土）　午後2時30分～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   嶺山 洋子 特定社会保険労務士

「北阪神支部」新春政策研究会
テーマ  医療費抑制政策の転換について（仮）
日 時  2022年1月15日（土）　午後2時30分～
会 場  がんこ宝塚苑
講 師   協会副理事長・政策部長 加藤 擁一先生

「北播支部」経営研究会
テーマ 雇用管理と医院経営（仮）
日 時  2022年1月29日（土）　午後2時30分～
会 場  未定（オンライン併用）
講 師   協会税務講師団

松田 力税理士・社会保険労務士

「淡路支部」ミニ勉強会
日 時  12月14日（火）　午後8時30分～
会 場  （リモートミーティング）
講 師  粟田医院 粟田 哲司先生

県下各地の行事

薬科部研究会
テーマ  外来で診る感染（気道感染症・尿路感染症）
日 時  2022年2月19日（土）　午後4時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   済生会兵庫県病院経営管理部参事 AST専従

竹村 敏也先生
定 員  40人
参加費  1,000円（会員無料）

その他 研究会・セミナー

歯科の行事
歯科定例研究会
テーマ デジタル矯正の現在（仮）
日 時  2022年1月23日（日）　午後2時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   岡山県・かなお矯正・小児歯科クリニック

金尾 晃先生

歯科定例研究会
テーマ 摂食嚥下リハビリ（口腔乾燥症含め）（仮）
日 時  2022年2月13日（日）　午後2時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   九州歯科大学歯学部口腔保健学科教授

藤井 航先生

外来を受診する子ども・思春期の頭痛で、原因疾患のある二次性頭痛
は感染症を除くと３～４％と少なく、ほとんどは原因疾患のない一次
性頭痛の片頭痛と緊張型頭痛である。片頭痛は発作性頭痛であり、急
性期治療薬をタイミングよく使用することで頭痛が軽減する。学校で
片頭痛発作が起こった場合は、教師・養護教諭の協力が必須であり、
学校への啓発活動も行っている。また、生活支障度の高い片頭痛発作
をもつ子どもには、片頭痛予防薬も多くは有効である。
一方、発作性頭痛が連日性頭痛となって、片頭痛の治療薬が効かなく
なったり、頭痛の経験がない子どもがある時期から連日性頭痛を訴え
始めることがある。その上、子どもは頭痛が理由で登校を渋るように
なり、長期欠席に陥ることもある。思春期にさしかかる頃からが多
く、成人になる前の蛹状態の心身の不安定さと関連している。これら
治療に難渋する子どもの慢性連日性頭痛の診断と対応についても述べ
たい。 【藤田記】

忙しい外来診療でどんなふうに診断をつけていらっしゃいますか？　
おそらく皆様の外来でも、一人の患者の診察時間は10分間程度でし
ょう。医療面接で患者さんの訴える主要症候がわかれば、即座に緊急
疾患を除外し直感的に診断をつけ、診断エラーをしないように2-3の
鑑別診断を想定されておられると思います。そんなベテラン医の頭の
中を“見える化”しようと、適々斎塾の仲間と一緒に「プライマリケ
ア外来診断目利き術50」を発刊しました。
この書籍ではベテラン医の頭の中を示した図表と、その解説が見開き
1ページに簡潔にまとめられています。おそらく初心者では、その奥
深さはわからないでしょう。しかし、経験のある先生方には、まさに
目から鱗の情報が満載された書籍です。今回の講演では、一つの症候
を取り上げて、実際の症例を皆さんと楽しみながら、外来診断の目利
きをしてみたいと思います。 【板金記】

第580回診療内容向上研究会

第581回診療内容向上研究会

わかってほしい！
子ども・思春期の頭痛

プライマリ・ケア
外来診断目利き術

日 時  12月11日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
　　　 ※講師は来場せずZoomによる講演となります。
　　　※ 会員の先生方には可能な限りZoomによるオンライン視聴をお願いしておりま

すが、インターネット環境その他でZoom視聴が困難な場合はご来場ください。
講 師   筑波学園病院小児科／東京クリニック小児・思春期頭痛外来

藤田 光江先生

日 時  2022年1月15日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
　　　 ※講師は来場せずZoomによる講演となります。
　　　※ 会員の先生方には可能な限りZoomによるオンライン視聴をお願いしておりま

すが、インターネット環境その他でZoom視聴が困難な場合はご来場ください。
講 師   大阪市・いたがねファミリークリニック院長　板金 広先生

右のURLまたはQRコードからお申し込みください。
案内メールが送付されます。

右のURLまたはQRコードからお申し込みください。
案内メールが送付されます。

https://bit.ly/3zTyUQd

https://bit.ly/3wi7W4C

078-393-1820

078-393-1820

FAX

FAX

Zoomによるオンライン申し込み

Zoomによるオンライン申し込み

来場参加 ※Zoom視聴が困難な方等

来場参加 ※Zoom視聴が困難な方等

「第582回」
日 時  2022年2月26日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   市立福知山市民病院研究研修センター長兼総合

内科医長 川島 篤志先生

診療内容向上研究会

無 料

無 料

対 象   クリニック院長、事務長
参加費  3,000円（医経研会員は無料）
定 員  50人（先着順）
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兵庫県保険医協会
メールの件名を、Zoom視聴の申し込み欄のメールの件名にし、本文に①医療機関名②お名前
③電話番号－を記載の上、研究会前日までに各アドレスへ送信してください。案内メールを返信します。

元町駅から南徒歩10分兵庫県農業会館向かい
神戸市中央区海岸通１丁目２－３１　神戸フコク生命海岸通ビル
　お問い合わせは 078－393－1801☎

兵庫県保険医協会
会　場

Zoom視聴可能な行事の申し込み方法（協会会員のみ）

これからの研究会・行事のご案内

申し込み https://bit.ly/3k1ZGk1

078-393-1820FAX

Zoom視聴のお申し込み

来場参加

URLまたはQRコードからお申し込みください。

申し込み

薬科部研究会

アトピー性皮膚炎の治療
～外用剤から生物学的製剤～

Zoom視聴のお申し込み ※会員のみ

薬科部研究会

泌尿器科医の処方箋
排尿障害の巻

無 料

会 員

無 料

会 員

日 時  2022年1月29日（土）　午後4時～
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（Ｚｏｏｍ併用）
講 師  明和病院泌尿器科部長　善本 哲郎先生
定 員  40人
　　　※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため必ず事前にお申し込みくだ

さい。お申し込み後のキャンセルも、ご連絡をお願いいたします。
参加費  1,000円

日 時  12月4日（土）　午後4時～6時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（Ｚｏｏｍ併用）
講 師  中央区・はやし皮ふ科クリニック　林 宏明先生
定 員  30人
　　　※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため必ず事前にお申し込みくだ

さい。お申し込み後のキャンセルも、ご連絡をお願いいたします。
参加費  500円

頻尿、夜間頻尿、尿失禁、尿意切迫感、残尿感、排出困難などの排尿障
害症状は、複数の疾患で観られる共通した訴えで、一人の患者がこれら
の項目をいくつも有しているケースが多いです。結果単剤では効果が不
十分なため、併用療法を余儀なくされる事が一般的です。
そこで、どの薬剤を最初に処方するのか、変更するなら、追加するな
ら、何をどのタイミングでといった選択の道筋について、経験的な観点
から解説したいと考えています。 【善本記】

アトピー性皮膚炎の治療は従来ステロイド外用薬とスキンケアを主体と
なされていたが、2018年に生物学的製剤のデュピクセントが登場して
から、中等症以上の患者の治療は一気に変化した。
近年、外用JAK阻害薬の登場、内服JAK阻害薬のアトピー性皮膚炎への
適応拡大により、アトピー性皮膚炎の治療は多様化してきている。現在
の治療薬について解説を行うとともに、副作用を含めた注意点について
も触れたい。 【林記】

医療安全管理対策研究会

withコロナで考える外来診療の感染予防対策
～ワクチン接種を済ませても安心できない理由とは？～
日 時  12月4日（土）　午後3時～5時
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室（Zoom併用）
講 師  済生会兵庫県病院 感染管理認定看護師　小川 麻由美氏
定 員  会場20人、Zoom視聴30人（各先着順／1医療機関3人まで）
　　　※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため必ず事前にお申し込みくだ

さい。お申し込み後のキャンセルも、ご連絡をお願いいたします。
参加費  2,000円
　　　　※実技用個人用防護具（PPE）の値段を含みます。

URLまたはQRコードからお申し込みください。

第417回 医院経営研究会

決算処理のポイント～確定申告に向けて～
日 時  12月18日(土)　午後2時30分～5時
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室（Zoom併用）
講 師  協会税務講師団　田中 雄司税理士
参加費  3,000円（医経研会員は無料）

申し込み https://bit.ly/3BSwPpq

078-393-1820FAX

Zoom視聴のお申し込み

来場参加

URLまたはQRコードからお申し込みください。

https://bit.ly/3EmqfbH

078-393-1820FAX来場参加 078-393-1840☎

申し込み https://bit.ly/3CkxYWD

078-393-1820FAX

Zoom視聴のお申し込み ※会員のみ

来場参加

URLまたはQRコードからお申し込みください。

078-393-1840☎

日 時  2022年1月30日（日）　午後2時～5時30分
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
講 師  兵庫医科大学歯科口腔外科学講座准教授　野口 一馬先生
定 員  80人
　　　※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、定員を絞って開催しま

すので事前にお申込み下さい。
会場に手指消毒液をご用意、会場換気を致します。マスクはご持参
下さい。

参加費  1,000円　受講証発行します

歯科医療安全管理対策研究会

「院内感染防止対策に係る施設基準（歯初診）」
「外来環」、「歯援診」、「か強診」施設基準対応研修

078-393-1809 078-393-1802FAX☎お問い合わせは

年末も近づき、年が明けますとあっと言う間に確定申告の時期を迎えま
す。
６月には日常記帳基礎講座を行い、通常業務における記帳処理の確認を
しました。しかし、適正な申告を行うためには、日常の記帳業務に加
え、減価償却や棚卸などの「決算処理」を行う必要があります。今回の
例会では、診療報酬の未収金計上や必要経費の確認などを含めた決算の
手順を確認し、必要な決算処理を解説いたします。
決算書を作成するため、仕訳や注意すべき事項などを学習する良い機会
になりますので、ぜひご参加下さい。 【田中記】お問い合わせは

新規開業医研究会

最低限知っておくべき新規指導対策、
保険請求、税務経営の基礎知識
日 時  12月5日（日）　午前10時～午後5時
会 場  兵庫県保険医協会会議室
参加費  5,000円（昼食・資料代含む）

078-393-1807 078-393-1802FAX☎

午前 ○新規個別指導対策
○保険診療と保険請求の要点
○新規開業に必要な税務の知識
○開業時の労務

午後

未入会の方は、
入会の上

ご参加ください


